
登 録 番 号 ア２００８１１２１－００７ 

協働事業アイデア提案書（登録公開内容） 

１．提案者の区分（該当する区分の□にチェックを入れてください。） 

□①個人 □②任意団体 □③ＮＰＯ法人 □④企業 □⑤その他（      ）

団体の場合は団体名をお書きください。⇒ （                ）

２．事業の名称 （事業アイデアに名称をつけてください。） 

事業の名称 地域のふれあい居場所づくり事業 

３．アイデア提案の概要 

①課題（私（たち）は、次のようなことが課題（問題）に着目しました！） 
○ 核家族化による高齢者世帯・１人暮らし高齢者世帯などの増加が見られる。 

⇒ 地域からの孤立・ひきこもりにつながる。 

○ 共働き世帯や１人親世帯の親や子が安心して暮らせる環境が求められている。 

⇒ 地域での見守り 

②解決方策（私（たち）は、①の課題を解決するために、次のような事業をやってみたいと思って

います！）

○ 誰もが必要な時に必要なだけ利用できる大家族のような施設らしくない地域住民のふれ

あいの居場所づくりを行ないます。 

・駄菓子屋、リメイク着物・小物、リサイクル物々交換など、地域交流の場を作ります。 

・軒先で手作りおやつ、特産品、軽食のサービスを行ないます。また、引きこもりがちな一

人暮らしのお年寄りには、お弁当を作って届けたり、話し相手になったりします。 

・下校時後の見守りの場づくりと学童への支援を行ないます。 

※対象を限定するのではなく、広く対応ができたら良いと思います。 

③効果（②の事業を市と協働することによって、次のような効果が得られると思います。） 
 ○ 信頼性が生まれる。 

共通の目標で、市民と行政が協働することで、定年を迎える人達が生きがいの有る生活が

出来ると思います。 

３．私（たち）の役割（事業の中で私（たち）が具体的に担うこと！） 

 ○ 地域の見守りと交流の居場所の運営や疾病を有する人への在宅支援の担い手となる。 

 ○ 行政サービスを必要とする人たちへの情報提供を行い、行政窓口への案内役となる。 

４．市に期待する役割（事業の中で市に担ってほしいこと！） 

 ○ 場所、資金、運営のノウハウに関する情報の提供など。 

５．登録の目的           （該当する項目に○印をお付けください） 

ア 担い手・団体募集！（一緒に事業を行ってくれる人を探しています） ○ 

イ 情報収集！（経験者（専門家）などからのアドバイスがほしい） ○ 

ウ その他（                          ）  

６．その他（メッセージ・アピール） （私（たち）の熱い思いを伝えます！） 

 近い未来、大人も、こどもも、お年寄りも、みんなで楽しく過ごす居場所ができることによっ

て、誰もがさびしさを忘れ、ひきこもりをなくし、元気になれるのではないかな？と思っており

ます。これからの社会には、このような地域のふれあいの居場所が大切になると思います。 

 

第７号様式－２ 


